
そのため、伝送上で生じた信号の揺れが後段まで大きく影 

響してくることになります。これらの影響を取り除くための 

方法がワードシンクです。 

DAC側をマスターとして、フォーマットの基準となる数10k 

Hzの信号をワードシンク信号としてCDT側に供給し、CDT 

がその信号に同期して動作を行い、デジタルオーディオ信 

号を出力すると、システム全体のクロックがDAC内部の発 

振器により一元管理されることになるわけです（図2）。 

このときDAC内部の発振器精度が高ければ、それだけ高 

品質な動作を行えることは容易に想像できます。 

マスタークロック・ジェネレーター（MCG）を導入するメリット 

はどこにあるのでしょうか。それは機器に内蔵されている 

発振器よりも数段高精度な発振器をマスターとして、そこ 

から供給されるワードシンク信号に全ての機器が同期運 

転を行うことに尽きます（図3）。 

すなわち、システムが超高精度なクロックによって一元管 

 

 

デジタル機器は全て内部に発振器を持っていて、そこから 

供給されるクロックにより内部IC等が動作しています。 

2台以上の機器を接続して使用する場合は、機器同士が 

全く同じ周波数でのクロックで動く（これを同期すると言い 

ます）必要があります。 

これは、各々が勝手なタイミングで動作すると、きちんとした 

データのやりとりができないからです。この場合どちらかの 

機械をマスターとして、そのクロックに他の機械がタイミング 

を合わせて動作します。 

(i)のデジタルオーディオ信号は、データフォーマット自体は 

数10kHz（44.1kHzや176.4kHz）ですが、データをシリア 

ル伝送するため、数M～数10MHzのパルスが伝送されて 

います。CDT（CDトランスポート）をマスターとし、DACをス 

レーブとした場合（図1）は、DAC側内部の回路で、この受 

け取った信号に同期しつつ、そこからフォーマットの基準と 

なる数10kHzの信号成分を抽出して機械が動作します。 

理されるのです。MCG導入は発振器がそれ専用の筐体や 

電源を持つことができ、周囲の影響を受けずに理想的な 

動作をおこなえることもまた、見逃すことのできない利点で 

す。マスタークロックを外部から供給した場合も、それを受 

ける機器内部の発振器精度は音質・性能を語る上での 

重要なファクターです。 

受け取ったクロックをそのまま使うわけではなく、それに機器 

内部のクロックを同期させる、という作業を行うので、機器 

内部の発振器精度に依存する部分があるためです。 

このため、MCGのみならず、機器内部の発振器精度も良 

いにこしたことはありません。 

この全ての基準となる発振器に、G-03Xでは±0.1ppmの 

水晶発振器、そしてG-0Rbでは0.05ppb（＝0.00005ppm、 

ppb：part per billion 十億分の一）という想像を絶する 

精度を有するルビジウム発振器を採用し、正に前人未踏 

の領域に到達しています。 
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